
桔梗が丘自治連合協議会

平成23年度 第 3回 理 事 会 議 事 録

場  所 桔梗が丘公民館 ・202号 室

日  時
平成 23年 7月 23日 (土)

9:30～ 10 5 0

出 席 者

出席者 ・辻森、大垣、河合、上川、阪本、野邊、高槻、廣岡、竹原、吉野、加納、

森永、山中、松ll、日合監事、谷川地域担当員、中森地域担当員。

久席者 梅本、小幡、東監事。

議 事

決議事項

1 議事録署名人

2 自主防災隊組織

に関する件

大垣副会長が司会をつとめ会議が始まった。

辻森会長から開会の挨拶があり、今年は早くから猛暑が続いているが、体調に

は気を付けて、これからの行事活tlJを進めて頂きたいと挨拶があつた。

引き続き辻森会長が議長となり審議が始まつた。

本会議の議事録署名人に阪本忠十氏、野邊薫氏の2氏 を指名することに決した。

大垣副会長から、自主防災隊組織について 「枯IFが丘自治連合協議会自主防災

隊指針J(案 )、「同規約J(案 )、「自主防災隊組織図」、「災害時要援護者登録シー

ト」、腰 援護者Tl度登録のための戸別訪間のお願いJ以 しの5点 について、前回

の定例理事会で訂正があった項目について説明があった。

語句の訂正、追加については次の1～ 9項 まで。

1 指針 4-7に 「桔梗がFT消防団員を1名選出する。」を追加。

2 指針 5(4)6ク 月後
―→ 立に言」正

3 指針 5 (8)防 災器具――●等を追加

4 指針 5-9に 「名張市消防団桔梗が丘分団の設立に向けて協力するJを 追加。

5 指針 6 (1)地 盤的等によl― 地盤の状況等によりに訂正

6 規約第6条 第4項 存在期間―――)在 任l切間に変更

7 規約第 6条 第 2項 (3)は 第3項 に移行する。(各区長、自治会長は小隊を組

織する旨を定めた項に組み入れる。)

8 組織図の副小隊長 (副区長 ・冨1自治会長)を 追カロ。

9 登録シー トの 「支援を必要とする内容」欄の世帯を簡潔に表現した。

老夫婦世帯――一)高 齢者陛帯に訂工する。

妻と老夫婦世帯、 緊急連絡先 1 を削除する。

日常必要な生活用具――→介塾用具に変更する。

現在入つている福祉サービスーー→ 現在型用している福祉サービス。

尚、規約のIt行は平成 23年 7月 1日にする旨述べた。

引き続き、議長は出席者に意見を求めた。
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報告事項

1 桔梗が丘夏まつ

りの各応援体制につ

いて

2事 業活動時の「着

用ベストJの 取扱い

について

3平 成 23年 度「敬

老の日の行事」につ

いて

4 平成 23年 度第

27回 桔梗が丘公民

館展について

出席者からは特に意見は無く、採決の結果全員異議無く承認された。

高槻健康推進部会長から、夏まつりの施設準備に各自治会、区 (自治会長、区

長、評議員)に ご協力をお願いした。配付資料に記載のように8月 20日 (寸1)

午前 9時 30分 に枯梗が丘公民館、南公民館、商店街の3班に分かれて備品の搬

出、搬入作業、年後 3時から商店街で施設の組み立をする。午後9時からは、ま

つり終了後の備品の後片付けと収納、整理をお願いする。

8月 21日 (日)午前8時からは、商店街から2公民館に備品を戻す作業をして

いただくと述べた。

,日中事務局長から、振り分け配置の変更を7月末の時,点で整理をして、 8月 初

めに各地域の該当者の方にそれぞれ依頼状を送付することにしていると補足の報

告があつた。

吉野生活安全部会長から、警備面については、協議会の3委員会の方々、及び

消防団桔梗が丘班の皆さんにも協力をおlHHいした。該当の委員長に配付させてい

ただいた書面は、公民館事務局まで8月初旬に提出いただきたいと述べた。

山中事務局長から、事業活動時の 「着用ベストJが 400着 納品された。桔梗

が丘自治連合会には24地 域に10着 を貸与することにし、8月に配布をする。

協議会の各委員会、部会の方については 10着 を害1当とし、桔梗が丘公民館に

て保管をすることにしたい。但し管理については各委員会 部会が責任をもつて

行っていただきたいと述べ了承された.

旧のまちづくり委員会のベストも併用する、訂正シールの作成は高価になるの

で中止したことも合わせて了承された。

高lll健康推進部会長から、7月 15日 に名張市より、本年度の 「敬老の日行事J

のお祝い品贈呈対象者リストを借用して、 7月 の定例自治連合会において各自治

会長 (区長)に 配布をした。本日、本年度の対象者数をまとめた表を配布してい

るが、対象者は70歳 以上の方が2567人 、前年比較 190名 増となる。一方

祝い金対象の70歳 の方が265人 、88歳 の方が38人 と合わせて303人 と

なり、前年比較46名 増となつている。年々増加傾向にあることに鑑みて、次年

度以降は内容の見直しが必要ではないかと考えている。

記念品の内容は、祝金は3千円の商品券、記念品は検討中であると述べた。

森永公民館長から、平成 23年 度第27回 桔梗がFf公民館展の実施要領につい

て、添付資料にもとづき概ね次のような報告があつた。

開催日:10月 22日 (■)及 び23日 (日)の 2日 間

主催 :桔梗が丘公民館、南公民館、枯梗が丘自治連合協議会

実施主体は 「公民館展実行委員会Jを 組織して実施する.

その他、参力「団体、実施内容については、ほぼ例年通りになつている。詳細は



育文化部会の 「青少年が語るこころの思い発表会J、

整理をお願いしていると述べた。

が第4+曜 日にあたっているので、 10月 の定例理

述べた。

4日 (日)開 催される平成 23年 度二重県総合防災

訓練について   1副 1練 (名張市 伊賀市)基 本方針 (案)に ついて、別添資料にもとづき概ね次の

ような報告があった。

総合防災副練の概要について、目的、主催者、実施場所、被害想定、実施が予

想される訓練内容等の説明。 (詳細は資料参照)

桔梗が丘地区が参カロする (各自治会(区)から16名 、生活安全部会から4名 の計

20名 ).ll練は 「住民、消防機関による救出活動Jが 予定されており、 9時 30

分の待機から91片50分 の終了時までの流れについて述べた。 (資料参照)

この参加訓練の内容について、吉野生活安全部会長から、名張市危機管理室に

対してもう少し中身濃いもの (全員が何らかの形で参画する。)に なるよう再考を

申し出ている。その内容について吉野部会長から報告があった。

辻森会長から、名張市社会福祉協議会から本年度 第41回 名張市社会福祉大

会開催にあたり、例年通り社会福祉の増進に功績のあった個人、団体を対象とし

た被表彰者の推薦依頼があつたので、該当者があれば7月末日までに事務局に届

けていただきたいと述べた。

6 各委員会、部会 |く総務委員会>

報告       1 本年度当初に計画した 「福祉先進国の福祉内容にPrlする講演会Jを 予定通り1

0月 2日 (日)講 師に皇學館大學の守本友美氏を招いて開催することが決定した

と報告があつた。

く企画運営委員会>

阪本企画運営委員長から、「地域ビジョンJ策定作業は今月末ではぼ最終案が出

来る.8月 の定例理事会には概要を報告できると考えていると述べた。

大垣冨1会長から、「新しい地域ビジョンJが 策定されたら、臨時の自治連合協議

会総会を開催して承認を得る手続きが必要になる。時期は今秋の 10月 、 11月

が考えられると述べた。

く広報委員会>

野邊広報委員長から、委員会活動について別添資料に基き概ね次のような報告

があった。

・8月 5日 「ききょう通信J47号 を発行。掲載内容は 「リレーまちへの思いJ



を桔梗が丘西の民生委員北川充さん、「桔梗が丘地域内の自主防災の取組みJ、快

適環境部会のグリーンカーテン運動の一環としての 「ゴーヤ苗配付活動J等 を取

り_Lげている。次回の第48号 の発行は 10月 を予定している。

ホームページの更新作業はなるべく毎月 1回行つて行く事としているが、 7月

10日 に更新した。更新内容は自治連合会議事録、桔梗ニュース等。一度アクセ

スして頂きたい。

名張市広報誌に市内 15地 区の地域づくり組織の活動紹介を掲載する予定があ

り、当協議会は 10月 9日 発行分に掲載されることになつた。記事の内容は、協

議会役員会、その他の関係者の皆さんと検討した結果、教育文化部会の 「こころ

の思い発表会J(本 年度は10月 22日 (■)実施)を 取 り上げることにしたと報告

があった。

く健康推進部会>

高槻健康推進部会長から、今後の活動予定について次の2,点報告があつた。

(1)11月 20日 (日)桔梗が丘地区まちの保健室の協力を得て、桔梗が丘小

学校で 「市の集団がん検診」を実施する。希望者の受付等はまちの保健

室が担当する。

(2)10月 1日 (上)「ききょう健康講座 大月易がんを知るJを 開催する。講

師は二重大学医学部付属病院消火器外科 :井上靖浩医師。こちらも桔梗

が丘地区まちの保健室及び名張市健康支援室 (保健センター)の 後援を

いただいて実施することになつた。謝礼 12,000円 と交通費が必要

となる。

く住民交流部会>

廣岡住民交流部会長から、桔梗が丘夏まつりに向けて準備を進めている。 7月

18日 (月)模 擬店の出展者会議を開催した。本年度の出展は27グ ループあり、

例年より増えている。フリーマーケットも中し込みがある。増加の一因として模

擬店利用券が300円 になったことも考えられる。又本年度は出店者向けに 15

時以降の通行証を発行して混舌Lの無いようにする。

開催に当たつての行政機関等への各種手続きは7月 末に終える予定をしてい

る。

雨天の場合の催行の可否は前日の18時 に決定することにしたいと述べ了承さ

れた。

吉野生活安全部会長から、施設用の電源について公民館に設置されている非常

時用の発電機を使用してはどうかと提案があり、使い道を工夫して使用 (照lll用)

することになつた。

く教育文化部会>

竹原教育文化部会長から、部会活動について別添資料に基き概ね次のような報



告があった。

「桔"ず セミナーJの開催に先立ち、事前講習会を開llEした。6月 20日 (月)

に手芸講習会、6月 29日 (水)に 料理講習会。詳rmは資料に記載のとおり。

今年の 「オギ ずセミナーJが 始まつた。参カロ者は合計 108名 、参カロ者の中に

不登校児が 1名いたが無事に終了した。

・桔梗夏まつりに模擬店を出店する。内容は 「まめまめまつり」と 「飴のつかみ

どりJ.

・ 私の一冊文庫の佐藤さんが11′心となり、今年から 「読み聞かせの会」を開催す

ることになつた。5月、7月 、9月の3回の開催が決まつている。9月 は韓国

の絵本を韓国語で行う。又公民館展にワークショップを出すことになつた。

く生活安全部会>

吉野生活安全部会長から、部会活動について別添資料に基き概ね次のような報

告があった。

・平成 23年 度二重県総合防災訓練への参力‖については先程報告したので割愛

する。

・6月末から7月 に青色回転灯装着車両による防犯パ トロールを3回実施。さ

同の結果は、いずれの回も異常はなかつた。 7月 20日 は台風の影響で中止

した。

前回報告した青色防犯灯について、先日つつじが丘の状況を見てきたが余り

効果的でないように思われる。

・名張市危機管理室に昨年 7月 から今年 6月 までの青色回転灯装着車両による

防犯パ トロールの実績報告書を提出した。

く決適環境部会>

加納快適環境部会長から、部会活動について概ね次のような報告があった

本国15'寺から相可高校食4勿司1理科 (まごの店)の村林先生と生徒さんを招い

てゴーヤ料理教室を開催する。希望●
/が
大変多く150名 限定とした。最近、

相可高校食物調理科 (まごの店)は 世間の注目度が高く、話題にもなっている

ので、マスメディアの取材もある。

・ ゴーヤカーテンが各家庭できているようだ。9月にこの写真展を公民館ギャラ

リーで実施することにしている。

7 その他    1 田合監事 (名張市消防団蔵持分団桔梗が丘班班長)が 特別に発言を求め、消防

団蔵持分団桔梗が丘班の活動について次のような報告があった。

・ 7月 19日 、台風6号 の接近に伴い警戒出動をした。午前 10時 からは約 11

時間蔵持公民館に詰めた。

・ 当区は緊急に危険なところは比較的少ないと思うが、我々は蔵持地区も含めて

警戒しなければならないことになつている。しかし、桔梗が丘の地域の警戒、



見守り活動は大変重要であると考える。そこで今後の活動拠点として桔梗がFL

公民館を使用できないか検討いただきたい。

今後大雨等の時、地域内の危険箇PJTが判明すればお教え願いたい。

松村会計担当理事 (事務局次長)力)ら、平成 23年 6月末現在の協議会会計及

び公民館会計の収支累計について、男1添資料に基き概ね次のような報告があった。

両会計共6月分より、収入の部、支出の部ともに単月の決算額の欄を追カロし、

収入、支出の累計にそれぞれヨ我率、到達率の欄を設けた。

協議会会計の収入は、名張市からの交付金が入金になった。

支出の部は交付金が交付されたので、各自治会 ・区に対してコミュニティ活動

費を支払つた。総務費を初めとする各委員会、部会の活動費の内訳は備考欄を参

照されたいと述べた。

公民館会計も協議会会計と同様の様式にした。主な支出としては、椅子、テレ

ビ等の備品の購入がある。その他の項目は資料を参照いただきたいと述べた。

以上で議事は終了した。

次回理事会は、平成 23年 8月 27日 (土)午 前 9時 30分

場   所  桔梗が丘公民館 202号 室

議   長

議事録署名人

議事録署名人 :261互ZL≧」壼i主≦ヒ曇)

昌1会長 冨1会長 総務委員長 書記

⑮ ⑮ ○


